
　夢と希望を胸に学びやへ　夢と希望を胸に学びやへ
　町内の小・中学校入学式が４月６日、各小中学校で行われ、小学校では乙部　町内の小・中学校入学式が４月６日、各小中学校で行われ、小学校では乙部

２７人、栄浜３人、明和２人の合計３２人。乙部中学校に３２人が入学しました。２７人、栄浜３人、明和２人の合計３２人。乙部中学校に３２人が入学しました。

　少し緊張した面持ちで教室に入った新入生は、これから始まる学校生活への　少し緊張した面持ちで教室に入った新入生は、これから始まる学校生活への

期待で胸を膨らませているようでした。期待で胸を膨らませているようでした。
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平
成
二
十
五
年
乙
部
町
議
会
第

一
回
定
例
会
が
開
会
さ
れ
、
新
年

度
予
算
案
並
び
に
関
連
案
件
を
提

出
す
る
に
あ
た
り
、
町
政
執
行
へ

の
所
信
を
申
し
上
げ
、
町
議
会
議

員
並
び
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
二

年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
津
波
被
害

始
め
原
発
事
故
な
ど
の
影
響
が
大

き
く
、
い
ま
だ
多
く
の
問
題
を
抱

え
て
お
り
、
被
災
地
の
一
日
も
早

い
復
旧
・
復
興
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
昨
年
十
二
月
に
は
、
政

権
が
交
代
さ
れ
、
長
引
い
た
国
内

経
済
も
よ
う
や
く
回
復
の
兆
し
が

見
え
始
め
て
い
ま
す
が
、
地
域
の

活
性
化
や
雇
用
を
維
持
す
る
た

め
、
国
は
、
地
方
公
共
団
体
と
の

連
携
を
密
に
し
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
適
切
な
対
策
を
講
じ
て
ほ

し
い
も
の
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
地
方
は
、
景
気
の
低
迷

に
よ
る
税
収
等
の
減
少
で
財
政
運

営
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
今
日

ま
で
町
総
合
計
画
・
過
疎
計
画
な

ど
を
基
本
に
産
業
の
振
興
、医
療
・

福
祉
の
充
実
、
生
活
基
盤
・
環
境

整
備
な
ど
各
般
に
亘
り
積
極
的
な

推
進
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

更
に
は
、
行
財
政
改
革
の
推
進

を
始
め
、
各
種
補
助
制
度
の
活
用

を
図
る
な
ど
、
合
理
的
業
務
の
推

進
と
各
般
に
わ
た
る
施
策
の
推
進

に
努
め
、
自
立
体
制
の
確
立
と
財

政
の
健
全
化
の
た
め
着
実
に
取
組

ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
づ
く
り
計
画
等

の
も
と
に
、
活
力
と
希
望
の
持
て

る
豊
か
で
安
全
・
安
心
な
町
づ
く

り
を
目
指
し
て
全
力
で
取
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
経
費
の
一
層
の
節
減
合

理
化
、
重
点
化
等
を
図
る
な
ど
、

将
来
に
わ
た
り
収
支
均
衡
の
健
全

な
行
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
指
導
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
方
に
お
い
て
は
、
地
域
経
済

や
雇
用
不
安
な
ど
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
夢
と
希
望
の
も
て
る
豊
か
で

住
み
良
い
郷
土
乙
部
町
の
発
展
を

め
ざ
し
て
、
次
の
三
つ
の
基
本
的

姿
勢
の
も
と
で
、
町
政
の
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※
町
民
の
暮
ら
し
を
大
切
に
す

る
町
民
本
位
の
町
政

※
町
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
参

加
で
き
る
清
潔
公
正
で
民
主

的
な
町
政

※
健
康
で
心
豊
か
な
活
力
と
希

望
の
も
て
る
町
づ
く
り

　

過
去
三
十
年
間
の
町
政
を
振
り

返
っ
て
み
て
、
町
政
の
根
幹
は
豊

か
な
町
づ
く
り
を
進
め
町
民
生
活

が
安
定
充
実
す
る
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
た
め
に
は
町
民
本
位
の
町
政

を
町
民
が
お
互
い
理
解
し
協
力
し

た
中
で
、
心
を
一
つ
に
町
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
が
何
よ
り
も
大

切
な
こ
と
と
痛
感
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

特
に
、
政
治
・
経
済
が
混
迷
し

て
い
る
時
代
に
あ
っ
て
は
、
今
後

と
も
、お
互
い
知
恵
を
出
し
あ
い
、

町
財
政
の
健
全
化
を
維
持
し
つ
つ

町
民
の
視
点
に
立
っ
た
住
民
サ
ー

ビ
ス
に
努
め
る
と
と
も
に
、
防
災

に
つ
い
て
も
、
東
日
本
大
震
災
の

教
訓
を
活
か
し
た
防
災
対
策
等
を

進
め
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
更

に
、
安
心
・
安
全
に
生
活
が
で
き
、

町
民
の
一
人
ひ
と
り
が
住
ん
で
良

か
っ
た
と
思
え
る
町
、
誇
り
を
も

て
る
町
づ
く
り
に
全
力
を
あ
げ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
政
の
基
本
的
姿
勢

は 

じ 

め 

に

平成25年

乙 部 町

町政執行方針

活
力
と
希
望
の
持
て
る

活
力
と
希
望
の
持
て
る

豊
か
で
安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り

豊
か
で
安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り

※この町政執行方針は、
平成２５年３月７日開
会の第１回町議会定例
会で、冒頭に町長が述
べたものです。

町政執行方針を述べる寺島町長
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活
力
あ
る
産
業
の
育
成
と

働
く
場
の
確
保

農
林
業
の
振
興

自
立
体
制
の
確
立
と
財
政

の
健
全
化

　

国
の
財
政
が
極
め
て
厳
し
い
状

況
下
に
あ
っ
て
、
政
権
が
交
代
さ

れ
、
早
速
、
大
型
の
経
済
対
策
を

打
ち
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
依
然
と
し
て
地
方
財
政
は

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
政

府
は
、
地
域
主
権
の
下
に
地
域
活

性
化
や
地
方
財
政
対
策
と
し
て
、

二
十
五
年
度
の
地
方
交
付
税
等
全

体
と
し
て
は
、
前
年
度
水
準
を
確

保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
小
規

模
町
村
に
お
い
て
は
税
収
等
の
伸

び
が
期
待
で
き
な
く
厳
し
い
行
財

政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
は
、
国
の
地
域
経

済
、
雇
用
対
策
、
更
に
は
地
方
分

町
政
の
課
題
と
主
な
施
策

権
・
地
方
主
権
の
動
向
等
を
見
据

え
な
が
ら
自
立
体
制
の
基
盤
強
化

の
た
め
に
も
産
業
の
振
興
と
雇
用

の
確
保
、
更
に
は
少
子
高
齢
社
会

へ
の
対
応
な
ど
重
要
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
お
互
い
痛
み

を
共
有
し
た
中
で
、
引
き
続
き
行

財
政
改
革
を
着
実
に
推
進
し
、
将

来
の
世
代
に
責
任
を
持
て
る
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

地
域
産
業
の
振
興
発
展
は
、
自

立
を
着
実
に
進
め
て
い
く
た
め

に
、
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま

す
。

　

特
に
、
第
一
次
産
業
に
つ
い
て

は
、
厳
し
い
環
境
下
に
あ
り
ま
す

が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
始
め
、
国
の
施
策
動

向
等
を
注
視
し
つ
つ
、
地
域
の
農

林
水
産
業
の
振
興
と
地
域
資
源
の

活
用
を
図
る
な
ど
、
積
極
的
に
支

援
し
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
に
お
い
て
は
，
重
要
施
策

と
し
て
進
め
て
い
る
再
生
プ
ラ
ン

・
生
産
者
団
体
の
育
成
・
強
化（
担

い
手
の
育
成
・
支
援
）

・
農
業
再
生
プ
ラ
ン
の
推
進
（
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
、
大
豆
、
地
力
増

進
等
）

・
付
加
価
値
の
高
い
特
産
物
の
生

産
（
高
設
イ
チ
ゴ
、
立
茎
ア
ス

パ
ラ
）

・
農
業
生
産
基
盤
整
備
の
推
進

（
用
排
水
路
等
）

・
町
有
林
及
び
民
有
林
整
備
事
業

の
推
進

・
林
道
整
備
事
業
の
推
進
（
鳥
山

栄
野
線
、
村
山
緑
線
、
鳥
山
富

岡
線
、
花
小
栗
線
、
魚
つ
き
の

森
線
）

・
森
林
組
合
の
健
全
な
育
成
と
事

業
の
拡
大

・
は
ち
み
つ
の
里
の
森
づ
く
り
事

業
の
推
進

　生活や産業基盤を
支える貴重な環境財
源として森林造成を
積極的に推進し、生
産性の向上や森林の
多面的利用を図るた
め、林道網の整備を
計画的に促進してい
ます。

　主力であるスケソ
漁が、今期は一定の
回復の兆しを見せま
した。今後は、育て
る漁業の推進をはじ
め、水産環境や基盤
整備をさらに進め、
安定した漁業経営を
目指します。

に
お
い
て
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど

着
実
に
成
果
が
出
て
お
り
、
今
後

と
も
基
盤
整
備
を
始
め
、
生
産
者

及
び
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
る

と
共
に
、
新
た
な
作
物
の
導
入
に

も
積
極
的
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
漁
業
で
は
、
ス
ケ
ト
ウ

ダ
ラ
漁
の
明
る
い
兆
し
が
見
え
て

い
ま
す
が
、
サ
ク
ラ
マ
ス
、
ウ
ニ
、

ナ
マ
コ
、
ニ
シ
ン
な
ど
育
て
る
漁

業
の
推
進
や
二
次
加
工
な
ど
付
加

価
値
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

林
業
に
つ
い
て
は
、
雇
用
の
確

保
は
も
と
よ
り
、
森
林
の
多
様
な

公
益
的
機
能
を
一
層
高
め
る
た
め

に
森
林
の
整
備
や
林
道
整
備
を
積

極
的
に
進
め
、
豊
か
な
森
林
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。　

　

商
工
業
及
び
観
光
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
活
性
化
と
雇
用
の
場

の
創
出
を
図
る
た
め
、
温
泉
を
利

用
し
た
宿
泊
体
験
施
設
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
農
林
水
産
業

と
連
携
に
よ
る
地
場
産
品
の
開
発

や
既
存
産
業
の
育
成
な
ど
関
連
企

業
等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
等
へ
の
悪
質
商

漁
業
の
振
興

・
水
産
環
境
整
備
事
業
（
乙
部
・

増
殖
施
設
、
豊
浜
・
魚
礁
）

林道整備事業の推進漁 業 の 振 興

　

ま
た
、
町
民
と
心
の
通
う
対
応

に
心
が
け
る
と
と
も
に
、
厳
し
い

財
政
事
情
を
見
極
め
な
が
ら
、
常

に
各
種
制
度
の
見
直
し
を
行
い
、

な
お
一
層
効
果
的
、
合
理
的
な
町

政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

法
等
被
害
防
止
を
始
め
、
町
民
の

心
配
ご
と
な
ど
に
積
極
的
に
対
応

し
、
町
民
の
不
安
解
消
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
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商
工
・
観
光
の
振
興

医
療・保
健・福
祉
の
充
実

ふ
る
さ
と
会
と
の
連
携

生
活
環
境
の
整
備
・
充
実

公
共
施
設
の
整
備

開
発
事
業
の
促
進

心
豊
か
な
住
み
よ
い
地
域

社
会
の
形
成

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興

・
地
域
の
消
費
拡
大
と
地
元
産
出

の
農
林
水
産
物
の
二
次
加
工
の

推
進

・
既
存
企
業
等
の
育
成
、
強
化

・
市
街
地
中
心
街
の
活
性
化

・
観
光
資
源
及
び
関
連
施
設
の
活

用
・
温
泉
宿
泊
体
験
施
設
の
整
備

・
緊
急
雇
用
創
出
推
進
事
業
の
推

進

・
医
療
・
保
健
体
制
の
整
備
（
病

院
経
営
、
医
師
の
確
保
及
び
病

院
大
規
模
改
修
）

・
こ
ど
も
医
療
費
給
付
事
業
の
推

進
・
各
種
検
診
等
保
健
活
動
の
推
進

（
特
定
健
診
、
保
健
指
導
、
が

ん
検
診
、
健
康
相
談
、
健
康
教

育
等
）

・
心
か
よ
う
福
祉
施
策
の
推
進

（
介
護
支
援
・
予
防
事
業
等
の
推

進
）

・
健
康
づ
く
り
運
動
の
推
進
（
健

康
づ
く
り
推
進
協
議
会
と
の
連

携
）

・
海
岸
、
河
川
、
山
地
等
の
保
全

・
生
活
道
路
の
整
備

・
簡
易
水
道
及
び
下
水
道
の
整
備

・
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
促
進
事

業
の
推
進

・
廃
棄
物
対
策
の
推
進
（
ご
み
、

し
尿
等
）

　

当
町
に
お
け
る
大
規
模
な
懸
案

事
業
は
、
そ
の
推
進
に
積
極
的
に

努
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
と
も

生
活
施
設
や
公
営
住
宅
等
の
整
備

に
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

・
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
事
業　

（
館
浦
団
地
・
Ｂ
棟
十
八
戸
）

・
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事

業
（
緑
町
、
鳥
山
地
区
）

・
簡
易
水
道
施
設
事
業
（
乙
部
地

　

公
共
事
業
は
益
々
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
基
盤
整
備
の
充

実
と
と
も
に
産
業
の
振
興
、
雇
用

機
会
の
拡
大
等
波
及
効
果
が
大
き

く
、
国
や
道
の
行
う
事
業
の
積
極

的
な
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

・
道
々
改
良
事
業
（
乙
部
港
線
、

旭
岱
鳥
山
線
）

・
町
道
改
良
事
業（
姫
川
富
岡
線
）

・
水
産
環
境
整
備
事
業
（
乙
部
・

藻
場
、
豊
浜
・
魚
礁
）

・
水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全
事

業
（
豊
浜
・
旧
西
防
波
堤
補
修
）

・
元
和
台
海
浜
公
園
歩
道
改
修
事

業
・
道
単
独
漁
港
維
持
補
修
事
業

・
教
育
施
設
等
の
維
持
・
整
備

・
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

・
教
員
住
宅
新
築
事
業
（
乙
部
地

区　

二
棟
二
戸
）

　

ふ
る
さ
と
会
と
の
連
携
を
深

め
、
情
報
発
信
や
ふ
る
さ
と
寄
附

金
な
ど
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
（
東
京
お
と
べ
会・さ
っ
ぽ
ろ
乙
部

会・函
館
お
と
べ
会・根
室
乙
友
会
）

　

少
子
・
高
齢
社
会
の
中
で
、
町

民
が
お
互
い
を
思
い
や
り
、
い
た

わ
り
の
心
を
も
っ
て
助
け
合
い
、

安
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ
る
、
調
和
の

・
水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全
事

業
（
豊
浜
漁
港
）

・
育
て
る
漁
業
の
推
進

　

○
ウ
ニ
、
ホ
タ
テ
、
ナ
マ
コ
等

増
養
殖
事
業

　

○
サ
ク
ラ
マ
ス
、
サ
ケ
、
ニ
シ

ン
等
の
稚
魚
放
流
事
業

　

○
磯
焼
け
対
策
の
取
り
組
み

（
藻
場
造
成
等
）

・
資
源
の
高
付
加
価
値
化
（
ス
ケ

ト
ウ
ダ
ラ
等
）

区
水
源
連
絡
道
）

・
街
な
み
環
境
整
備
事
業
（
セ
ッ

ト
バ
ッ
ク
修
景
等
）

・
温
泉
宿
泊
体
験
施
設
整
備
事
業

（
館
浦
地
区
）

・
地
区
集
会
施
設
整
備
事
業
（
千

岱
野
地
区
）

・
国
保
病
院
大
規
模
改
修
事
業

・
消
防
施
設
の
整
備
事
業
（
消
防

ポ
ン
プ
車
更
新
、
消
防
・
救
急

無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
）

　「自分の健康は自
分でつくる」という
健康に対する自己管
理意識の普及を図る
とともに、個人から
家族、そして地域へ
と健康づくりを広め、
町全体の健康への関
心度を高めます。

　町出身者らで組織
されているふるさと
会では、寄附や老人
ホームへの訪問な
ど、乙部町への貢献
事業を行っていま
す。今後も連携を深
めて、愛されるふる
さと作りを進めます。

健康づくり運動の推進ふるさと会との連携

と
れ
た
き
め
細
か
い
施
策
を
推
進

し
て
、
心
豊
か
な
住
み
良
い
地
域

社
会
の
形
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

・
地
区
集
会
施
設
の
整
備

〔4〕



行
財
政
の
健
全
運
営
・
予
算

規
模

　

当
町
の
財
政
運
営
は
、
町
税
等

自
主
財
源
に
乏
し
く
国
や
道
へ
の

依
存
度
が
高
く
、
町
税
等
歳
入
の

伸
び
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
か
ら

長
期
に
わ
た
り
人
件
費
や
物
件
費

等
の
抑
制
を
図
り
財
政
の
健
全
化

に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

一
方
、
病
院
事
業
等
各
特
別
会

計
へ
の
繰
出
し
や
公
共
施
設
の
維

持
管
理
費
、
ご
み
・
し
尿
処
理
負

担
金
、
更
に
は
、
保
育
園
や
給
食

セ
ン
タ
ー
へ
の
持
出
し
を
始
め
、

介
護
・
福
祉
事
業
や
高
齢
者
医
療

制
度
な
ど
の
財
政
負
担
も
大
き
な

ウ
ェ
ー
ト
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
職
員
の
一
人
ひ
と

り
が
、町
の
状
況
を
十
分
認
識
し
、

財
政
負
担
の
少
な
い
各
種
制
度
を

活
用
す
る
な
ど
、
更
に
一
層
知
恵

と
使
命
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
様
に
も
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
人
件

（
元
和
漁
港
・
航
路
浚
渫
）

・
治
山
事
業
（
花
磯
ほ
か
）

・
砂
防
事
業
（
花
磯
川
）

費
や
諸
経
費
の
抑
制
や
削
減
、
合

理
的
な
業
務
の
推
進
、
各
般
に
わ

た
る
施
策
の
効
果
的
選
択
執
行
に

努
め
る
と
と
も
に
、
町
税
等
の
収

納
率
確
保
を
図
り
、
更
に
は
、
公

共
料
金
等
に
つ
い
て
も
過
度
の
財

政
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
適

正
な
受
益
者
負
担
を
お
願
い
し
、

今
後
と
も
健
全
な
行
財
政
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
年
度
予
算
は
、
各
会
計
と
も

歳
入
、歳
出
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、

更
に
一
層
効
率
的
な
運
営
の
も
と

に
、
国
、
道
等
の
補
助
及
び
交
付

金
制
度
の
積
極
的
な
活
用
や
良
質

起
債
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
新
年
度
に
お
い
て
も
、

特
に
町
内
の
景
気
浮
揚
と
地
域
の

振
興
を
図
る
意
味
か
ら
も
、
投
資

的
経
費
で
、
七
億
五
千
六
百
万
円

を
計
上
す
る
な
ど
、
重
要
施
策
に

つ
い
て
は
、
積
極
的
に
展
開
す
べ

く
予
算
編
成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

一
般
会
計

　

32
億
４
６
２
５
万
３
千
円

　

三
十
年
間
の
町
政
を
踏
ま
え

て
、
今
後
と
も
町
民
の
幸
せ
、
町

の
発
展
に
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま

い
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

乙
部
町
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り

が
ふ
る
さ
と
の
振
興
発
展
を
願
い

力
強
く
歩
ん
で
お
り
ま
す
こ
と

は
、
町
政
に
携
わ
る
一
人
と
し
て

大
変
心
強
く
感
謝
に
耐
え
な
い
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
人
口
減
少
及
び
高
齢
社

会
等
大
き
な
課
題
が
山
積
し
て
お

り
、
加
え
て
経
済
や
雇
用
不
安
な

ど
厳
し
い
時
代
に
あ
り
ま
す
が
、

更
に
、町
民
一
丸
と
な
っ
て
安
心
・

安
全
な
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

お　

わ　

り　

に

平
成
二
十
五
年
度

当
初
予
算
規
模

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
の
郷
土
乙
部
町
の

飛
躍
発
展
の
た
め
、
先
見
性
を

も
っ
て
幾
多
の
障
害
に
も
屈
す
る

こ
と
な
く
取
り
組
む
こ
と
が
、
行

政
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

職
員
に
お
い
て
も
、
常
に
町
民

の
目
線
に
立
っ
て
厳
し
い
地
域
の

実
態
を
良
く
見
極
め
、
自
ら
の
責

任
と
自
ら
の
判
断
に
基
づ
き
、
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
主
体
的
な

行
政
運
営
を
進
め
る
た
め
に
も
、

そ
の
力
量
と
信
頼
を
高
め
て
い
く

こ
と
が
急
務
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
も
少
数
精
鋭
に
徹
し
、
新

た
な
行
政
課
題
に
対
応
し
得
る
職

員
の
資
質
向
上
に
努
め
、
全
体
の

奉
仕
者
と
し
て
自
覚
と
誇
り
を

も
っ
て
日
常
業
務
に
あ
た
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

私
も
、
郷
土
乙
部
町
の
振
興
発

展
の
た
め
、
誠
心
誠
意
頑
張
っ
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

町
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
並
び
に
町

民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成

二
十
五
年
度
の
町
政
執
行
方
針
と

致
し
ま
す
。

※
対
前
年
比
で
、
六
・
〇
％
の
減

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
別
会
計

　

23
億
２
０
２
１
万
２
千
円　
　

　
　
（
病
院
会
計
含
む
）

※
対
前
年
比
で
、
二･

七
％
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

合　
　

計

　

55
億
６
６
４
６
万
５
千
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　下水道事業などの
生活施設のほか、集
会施設や温泉宿泊施
設の整備などに計画
的に取り組みます。
今年度は国保病院の
大規模改修を行うこ
とで、より利便性を
高めます。

　町の基盤整備の充
実のため、道路や漁
港の改良をはじめ、
治山・砂防事業など
の公共事業を進めま
す。姫川富岡線は拡
幅と同時に見通しが
よくなり、事故防止
が期待されます。

公共施設の整備開発事業の促進
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平成25年

乙部町教育委員会

教育行政執行方針

※この教育行政執行方針
は、平成２５年３月７
日開会の第１回町議会
定例会で、冒頭に教育
長が述べたものです。

ふ
る
さ
と
を
愛
し
、活
力
に
満
ち
た

ふ
る
さ
と
を
愛
し
、活
力
に
満
ち
た

人
間
性
豊
か
な
町
民
を
育
む

人
間
性
豊
か
な
町
民
を
育
む

　

平
成
二
十
五
年
第
一
回
乙
部
町

議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

乙
部
町
教
育
委
員
会
教
育
行
政
執

行
方
針
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
日
、
少
子
高
齢
化
や
高
度
情

報
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
な

ど
社
会
・
経
済
の
仕
組
み
が
大
き

く
変
る
中
で
、
地
方
教
育
行
政
も

変
化
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
時
代
の
変
化
の

波
を
乗
り
越
え
、
持
続
的
な
社
会

は 

じ 

め 

に

を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
ふ
る
さ

と
を
愛
し
地
域
の
発
展
に
貢
献
す

る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
活
力
に

満
ち
た
人
間
性
豊
か
な
町
民
を
育

む
」
を
基
本
理
念
と
し
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
社
会
・
行
政
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
果
た
し
、

校
区
を
越
え
強
い
絆
の
も
と
、「
乙

部
の
子
ど
も
は
町
全
体
で
育
て

る
」「
す
て
き
な
教
育
風
土
を
町

民
の
手
で
」
を
合
言
葉
に
乙
部
町

な
ら
で
は
の
地
域
ぐ
る
み
の
教
育

活
動
を
め
ざ
し
、
教
育
行
政
諸
施

策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育
の
推
進

　

社
会
環
境
の
急
激
な
変
化
は
、

子
ど
も
た
ち
の
日
常
生
活
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
が
、

ど
ん
な
厳
し
い
状
況
の
中
で
も
、

子
ど
も
た
ち
が
将
来
へ
の
夢
や
希

望
を
持
ち
、
未
来
の
ま
ち
づ
く
り

の
担
い
手
と
し
て
成
長
し
て
い
く

た
め
に
、
学
校
教
育
は
そ
の
基
盤

づ
く
り
を
し
て
い
く
大
切
な
役
割

を
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

町
内
の
学
校
へ
通
う
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
生
活
に
充
実
感
を
覚
え
、「
ま

た
、
明
日
も
元
気
に
学
校
へ
行
こ

う
」
と
思
え
る
学
校
を
作
る
た

め
、
学
校
は
も
と
よ
り
保
護
者
や

地
域
住
民
と
連
携
を
密
に
し
、
そ

の
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

学
校
は
、
保
護
者
や
地
域
住
民

の
願
い
や
思
い
、
意
見
や
要
望
を

的
確
に
受
け
止
め
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
た
ち
の
現
状
と
課
題
を
明

確
に
し
た
経
営
方
針
を
確
立
さ

せ
、
家
庭
や
地
域
社
会
と
連
携
・

協
力
し
互
い
に
信
頼
関
係
を
持
ち

な
が
ら
、
学
校
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
学
校
評
議
員
制
度

や
外
部
評
価
な
ど
活
用
し
、
積
極

的
に
学
校
運
営
の
改
善
を
図
る
た

め
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
始
め
、
校
長
会
や
教

頭
会
な
ど
の
各
教
育
関
係
団
体
と

の
連
携
を
積
極
的
に
進
め
、
乙
部

町
の
子
ど
も
た
ち
の
現
状
や
課
題

を
共
有
し
、
学
校
改
善
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
教
育
の
直
接
的
な

担
い
手
で
あ
る
教
職
員
の
資
質
の

向
上
の
た
め
の
研
修
を
積
極
的
に

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
こ
と
に
興

味
を
持
ち
、
楽
し
さ
を
感
じ
な
が

ら
、
基
礎
・
基
本
の
学
力
を
確
実

に
身
に
つ
け
、
さ
ら
に
応
用
・
実

践
へ
と
発
展
で
き
る
力
を
育
成
す

る
指
導
と
学
習
意
欲
の
向
上
を
育

む
教
育
の
展
開
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

結
果
を
ふ
ま
え
、
町
と
し
て
の
分

析
や
改
善
方
策
の
方
向
を
示
し
な

が
ら
、
各
学
校
独
自
の
学
校
改
善

プ
ラ
ン
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

効
果
的
な
学
習
指
導
を
展
開

す
る
た
め
に
、
Ｔ
Ｔ
（
チ
ー
ム
・

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
）
に
よ
る
学
習
指

導
や
、
習
熟
度
別
学
習
指
導
な
ど

の
多
様
な
学
習
形
態
を
取
り
入
れ

た
指
導
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

　

学
校
・
保
護
者
の
理
解
と
協
力

地
域
に
根
差
し
、
信
頼
さ

れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

基
礎
・
基
本
の
学
力
の
定
着

と
確
か
な
学
び
を
育
て
る

学
習
指
導
の
充
実

教育行政執行方針を述べる松原教育長
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の
も
と「
乙
部
町
学
習
・
生
活
習
慣

向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上

げ
学
習
の
習
慣
化
に
向
け
、
家
庭

と
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
家
庭
学

習
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
小
中
連
携
事

業（
ジ
ョ
イ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

に
よ
る
乗
り
入
れ
授
業
の
実
践
な

ど
校
種
間
の
連
携
を
積
極
的
に
推

進
し
ま
す
。

　

社
会
科
副
読
本
は
、
学
校
現
場

に
お
い
て
郷
土
の
学
習
に
欠
か
せ

な
い
も
の
と
し
て
活
用
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、今
年
度
全
面
改
訂
し
、

ふ
る
さ
と
乙
部
町
の
よ
さ
と
未
来

へ
の
展
望
を
よ
り
具
体
的
に
理
解

で
き
る
よ
う
な
内
容
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

　

豊
か
な
心
を
育
む
に
は
、
道
徳

教
育
や
体
験
的
な
活
動
を
通
じ

て
、
自
己
肯
定
感
と
と
も
に
他
を

思
い
や
る
心
や
豊
か
な
感
性
な
ど

を
培
う
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

こ
の
た
め
学
校
に
お
い
て
は
、

子
ど
も
た
ち
と
の
信
頼
関
係
を
築

き
な
が
ら
、
引
き
続
き
全
教
育
活

動
を
通
し
て
、
思
い
や
り
の
心
や

規
範
意
識
、
感
動
す
る
心
、
そ
し

豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
の
育
成

特
別
支
援
教
育
の
充
実

教
育
環
境
の
整
備

て
自
然
や
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深

め
生
命
を
大
切
に
す
る
心
な
ど
、

道
徳
の
時
間
や
総
合
学
習
の
時

間
・
特
別
活
動
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
各
種
体
験
活
動
を
促
進
し
、

心
の
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
「
い
じ
め
・
不
登
校
」
な
ど
の

防
止
に
向
け
て
は
、
学
校
・
家
庭
・

関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、

各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
の
実
施

や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
巡

回
相
談
を
行
い
早
期
発
見
、
早
期

対
応
、
早
期
解
決
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
町
生
連
や
青
少
年
育
成

懇
談
会
な
ど
の
積
極
的
な
連
携
を

図
り
な
が
ら
地
域
全
体
で
子
ど
も

た
ち
の
健
全
な
育
ち
を
見
守
る
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

二
十
一
世
紀
を
担
う
人
づ
く
り

と
し
て
、
異
文
化
に
ふ
れ
柔
軟
に

対
応
す
る
人
材
育
成
は
重
要
で

す
。
こ
の
た
め
、
引
き
つ
づ
き
留

学
生
と
の
国
際
交
流
、
夏
の
つ
ど

い
の
ほ
か
、
小
中
学
校
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国

語
指
導
助
手
）
に
よ
る
英
語
指
導

の
充
実
や
異
文
化
理
解
、
国
際
性

の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
や
か
な
体
を
育
む
た
め
に

は
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
確
立

を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、「
早

寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」
を
推

進
す
る
と
共
に
、
お
と
べ
塾
（
通

学
合
宿
）
を
実
施
し
、
学
校
と
家

庭
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
み
、
児
童
生
徒
の
生
活
習
慣
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

　

む
し
歯
予
防
の
た
め
学
校
保
健

会
を
中
心
に
フ
ッ
化
物
洗
口
事
業

に
つ
い
て
、
保
護
者
の
理
解
を
得

な
が
ら
実
施
に
向
け
た
取
り
組
み

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

は
、
成
長
期
に
あ
る
児
童
生
徒
の

心
身
の
健
全
な
発
達
の
た
め
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
豊
か
な
食
事

を
提
供
す
る
と
共
に
衛
生
管
理
の

徹
底
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
な
支
援
を
要
す
る
児
童
生

徒
の
実
態
を
把
握
し
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
障
害
の
種
類
や
特
性
に
応

じ
て
、
将
来
の
自
立
や
社
会
参
加

を
目
指
す
、
特
別
支
援
学
級
の
設

置
と
個
別
の
指
導
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
最
近
は
、
普
通
学
級
に

在
籍
す
る
子
ど
も
た
ち
の
中
に
Ｌ

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校

生
活
を
送
る
た
め
に
、
計
画
的
に

学
校
施
設
の
環
境
整
備
を
図
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
日
常
の
施
設

の
維
持
管
理
、
修
繕
な
ど
に
つ
い

て
も
学
校
と
連
携
を
密
に
し
、
こ

れ
ま
で
同
様
に
万
全
を
期
す
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
や

す
い
環
境
整
備
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
教
員
住
宅
二
戸
（
乙
小

校
長
・
教
頭
住
宅
）
の
建
替
を
行

い
住
環
境
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　異文化にふれ、柔
軟に対応する人材の
育成は重要であり、
引き続きALTを活
用し、小中学校の英
語指導の充実のほ
か、子ども達の異文
化理解や国際性の育
成に努めます。

　子ども達の学習・
生活習慣の形成を目
的とした事業で、町
民会館に寝泊りをし
ながらいつも通り学
校へ通い、放課後学
習や夕飯作り等を子
ども達自らが主体的
に実践します。

ALT（外国語指導助手）おとべ塾（通学合宿）

Ｄ
（
学
習
障
害
）、Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注

意
欠
陥
多
動
性
障
害
）、
高
機
能

自
閉
症
な
ど
の
特
別
支
援
学
級
設

置
に
至
ら
な
い
発
達
障
害
を
抱
え

る
児
童
・
生
徒
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
就
学
指
導
専
門
委
員
会

を
始
め
、
各
学
校
の
特
別
支
援
校

内
委
員
会
等
と
の
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
、
支
援
体
制
の
充
実
と
保

護
者
へ
の
啓
発
活
動
に
努
め
、
本

年
度
は
特
別
支
援
学
級
及
び
特
別

支
援
員
を
増
や
し
、
き
め
細
か
な

特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
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地
域
社
会
に
あ
っ
て
青
少
年

が
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚

を
高
め
る
べ
く
地
域
が
企
画
す

る
、
世
代
間
交
流
な
ど
の
事
業
へ

積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
通
し

て
、
社
会
生
活
の
規
範
意
識
や
生

活
の
知
恵
を
身
に
つ
け
る
学
習
の

機
会
や
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　

地
域
の
人
材
発
掘
を
積
極
的
に

行
い
、
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
地

学
習
活
動
の
活
性
化

読
書
活
動
の
推
進

芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守

り
、
育
て
て
い
く
風
土
を
醸
成
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
大
学
や
地
域
学
級
な

ど
、参
加
意
欲
が
高
く
本
年
度
も
、

研
修
内
容
を
充
実
さ
せ
て
、
交
流

や
生
き
が
い
づ
く
り
の
場
と
し
て

充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

遊
び
を
通
し
て
、
日
本
の
伝
統

文
化
に
触
れ
さ
せ
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
と
子
ど
も
た
ち
の
交
流
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
校
区
に
開
設
し
て
い

る
家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー
や
出
前
講

座
に
つ
い
て
も
、
地
域
の
特
性
や

要
望
を
生
か
し
た
、
参
加
し
や
す

い
学
級
開
設
と
な
る
よ
う
情
報
の

提
供
に
努
め
、
家
庭
の
教
育
力
の

向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
乙
部
町
学
習
・
生
活
習
慣
向

上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
、

望
ま
し
い
生
活
習
慣
化
に
向
け
、

親
学
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

感
性
豊
か
な
人
材
づ
く
り
や
地

域
づ
く
り
の
要
と
し
て
、
文
化
団

体
連
絡
協
議
会
を
中
心
と
し
た
、

各
種
の
文
化
活
動
団
体
の
日
常
的

　

図
書
室
は
、
町
民
誰
も
が
気
軽

に
利
用
で
き
る
憩
い
の
場
と
し

て
、
ま
た
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
よ
う
、
蔵
書
の

充
実
や
館
内
の
環
境
整
備
、
蔵
書

検
索
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
図
り
ま

す
。

な
活
動
や
、
実
行
委
員
会
を
中
心

と
し
た
町
民
文
化
祭
の
取
り
組
み

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

芸
術
文
化
を
通
し
て
、
豊
か
な

心
の
醸
成
を
図
り
、
活
気
あ
る
町

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
各
団

体
が
主
催
す
る
芸
術
鑑
賞
や
音
楽

会
な
ど
の
活
動
を
積
極
的
に
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
が
日
常
気
軽
に
健

康
づ
く
り
や
体
力
づ
く
り
、
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ
う
体
育
協

会
や
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者
等
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て「
健
康
で
明
る
い
町
づ
く
り
」

を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
も
各
種
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
維
持
・
管
理
に
力
を
注
ぎ
、
一

層
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
乙
部
町
子
ど
も
読
書
推
進

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
各
学
校
と
連

携
を
図
り
読
書
活
動
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

の
た
め
に
は
、
家
庭
や
地
域
の
教

育
力
の
向
上
が
大
切
で
あ
り
、
学

習
機
会
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
読
書
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

支
援
し
、
読
み
聞
か
せ
活
動
を
通

し
て
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を

設
定
し
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

む 

す 

び

　

以
上
、
平
成
二
十
五
年
度
の
教

育
行
政
執
行
方
針
を
申
し
上
げ
ま

し
た
。
豊
か
な
人
づ
く
り
の
実
現

に
向
け
て
、
教
育
の
果
た
す
役
割

は
ま
す
ま
す
大
き
く
、
と
り
わ
け

逞
し
く
未
来
を
切
り
拓
く
子
ど
も

た
ち
を
地
域
全
体
で
守
り
育
て
て

行
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

と
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
、
町
民
と
協
働
・
連
携
し
、
教

育
施
策
を
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

議
員
並
び
に
町
民
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

　このプロジェクト
では、「家庭学習の
てびき」を発行しま
した。また、学校と
家庭が協力して子ど
もの良好な習慣形成
を図れるよう、学習
会などの開催も計画
しています。

　図書室の環境整備
はもとより、学校と
連携し、巡回図書や
朝読書を実施。読書
推進ボランティアを
支援し、読み聞かせ
活動を行い、本との
ふれあいの場をつ
くっていきます。

乙部町学習・生活習
慣向上プロジェクト読書活動の推進

社
会
教
育
の
推
進

　

社
会
環
境
の
著
し
い
変
化
に
伴

い
、
町
民
は
そ
れ
ぞ
れ
多
様
な
価

値
観
を
持
っ
て
豊
か
な
生
活
や
自

己
実
現
を
求
め
る
よ
う
に
な
り
、

様
々
な
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活

動
へ
の
参
加
意
欲
も
高
ま
っ
て
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
多
種
多
様
な
要
望
に

応
え
、
そ
れ
ぞ
れ
自
立
し
た
活
動

を
展
開
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の

実
現
を
図
る
た
め
、
町
長
部
局
や

関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
を
密

に
し
、
地
域
住
民
の
自
主
的
な
生

涯
学
習
を
推
進
す
る
た
め
の
環
境

作
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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乙部町役場主な窓口業務のご案内
役場庁舎＜６２－２３１１＞

①建設課
　道路／河川／建築／水道・下水道／地籍調査／温泉供給／町営住宅／町有財産／
指名願い（建設工事）／など
②財政課
　予算の編成・執行管理／財政状況の公表／物品の納入・管理／燃料の契約／指名願
い（物品）／など
③産業課
　農業／農業委員会／林業／水産業／観光／商工労働／など

⑦出納室
　収入／決算調整／支出命令審査／
有価証券の出納保管／指定金融機
関／など

⑧議会事務局
　議会運営／委員会／請願・意見書
／議会広報／など

④総務課
　防災行政無線／自治会町内会／防災／交通安全／広報
／統計／選挙管理委員会／職員関係／例規関係／など
⑤税務課
　町税（道町民税・固定資産税・国民健康保険税・軽自動
車税）の課税／町税の徴収／所得・納税・評価等の証明
／など
⑥町民課
　障がい者・高齢者福祉／戸籍・住民基本台帳・印鑑証明
等／国民健康保険・後期高齢者医療保険／国民年金／
母子保健／健康増進／各種健診・予防接種／環境衛生
／浄化槽／介護保険／保育園／集会施設の管理運営／
など

•教育委員会＜６２－２２５３＞
　学校教育／学校管理運営／社会教育振興／社会教
育・体育施設管理運営／など
•公民館＜６２－３３１１＞
　町民会館・公民館の管理運営／図書室／文化財／歴
史資料／郷土学／など
•給食センター＜６２－２４０６＞
　学校給食／給食センターの管理運営
•乙部町地域包括支援センター＜６２－５８４５＞
　介護予防／高齢者の健康・生活の相談／高齢者の権
利擁護／ケアマネジメントの支援／など
•つくし保育園＜６２－２９５２＞
　未就学児童の保育／子育て支援センター／など
•乙部町国民健康保険病院＜６２－２３３１＞
　内科・外科・小児科／病院の管理運営／など

出先機関

※ご用件のある
課・係がわから
ない場合は総務
課までお問い合
わせください。
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春
の
訪
れ
と
と
も
に
平
成
二
十

五
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

三
月
七
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
町

議
会
に
お
い
て
、
平
成
二
十
五
年

度
の
各
会
計
予
算
が
議
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
三
十
二
億

四
千
六
百
二
十
五
万
三
千
円
で
前

年
度
当
初
予
算
か
ら
二
億
七
百
四

十
一
万
九
千
円
（
六
・
〇
一
％
）

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
（
国
保
、
後

期
高
齢
者
、
介
護
保
険
、
簡
易
水

道
、
公
共
下
水
道
、
漁
業
集
落
排

水
、
病
院
）
の
総
額
は
、
二
十
億

八
千
七
百
十
万
一
千
円
と
な
り
、

一
般
会
計
、特
別
会
計
合
わ
せ
て
、

五
十
三
億
三
千
三
百
三
十
五
万
四

千
円
（
前
年
度
比
六
・
六
四
％
減
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
全
体
の
五
十
四
・

二
一
％
を
占
め
る
地
方
交
付
税
が

十
七
億
五
千
九
百
九
十
万
円
と
前

年
度
か
ら
三
百
九
十
一
万
二
千
円

の
減
額
。
国
庫
支
出
金
が
二
億
二

千
二
百
十
八
万
三
千
円
と
昨
年
度

か
ら
一
億
十
三
万
九
千
円
減
額
し

て
い
ま
す
。

　

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ

る
お
金
（
町
債
）
が
三
億
三
千
六

百
八
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
老
人
福
祉
、
児
童

福
祉
や
障
害
者
福
祉
な
ど
の
民
生

費
に
、
五
億
八
千
三
百
九
十
九
万

一
千
円
。

　

土
木
費
で
は
、
姫
川
富
岡
線
の

改
良
舗
装
や
公
営
住
宅
館
浦
団
地

長
寿
命
化
改
善
事
業
な
ど
に
三
億

七
千
九
百
三
十
万
九
千
円
。

　

ま
た
、
公
債
費
（
町
債
の
償
還

金
）
が
、
前
年
度
よ
り
二
千
四
百

九
十
五
万
六
千
円
増
の
四
億
九
千

五
百
五
万
五
千
円
と
全
体
の
十

五
・
二
五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

平成25年度

歳
入

歳
出

平成25年度一般会計予算額は

32億
4,625万3千円
32億
4,625万3千円
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◆自治・ふるさと振興 （1,036万8千円）
　自治ふるさと振興対策（ふるさと振興助成金、ふ
れあい交流盆踊り推進事業交付金、オートピア創
造振興奨励金など）、集落支援事業実施委託など

◆医療・保健体制の整備 （1億4,037万4千円）
　国民健康保険病院事業会計繰出金、歯科診療所運
営費、へき地患者輸送車の運行など

◆健康の保持促進  （1,841万4千円）
　疾病予防対策、母子保健対策、町民健康づくり推
進協議会補助金など

◆老人福祉対策 （1億3,749万7千円）
　老人の生きがい対策、長寿祝金の支給、高齢者医
療対策、老人保護措置費、高齢者ふれあいセンター
管理運営費など

◆児童福祉対策 （1億2,488万9千円）
　常設保育園運営費、児童手当の給付、こども医療
費給付事業など

◆障害者福祉対策 （1億2,436万9千円）
　障害者自立支援給付費、重度心身障害者医療給付
事業など

◆塵芥及びし尿処理対策 （6,313万円）
　南部桧山衛生処理組合分担金、資源ごみリサイク
ル運動推進事業交付金、浄化槽設置促進事業補助
金、廃棄物不法投棄対策など

◆季節労働者等雇用対策 （1,541万5千円）
　緊急雇用創出推進事業、季節労働者援護事業など
◆農業の振興 （2,833万7千円）
　国営土地改良事業負担金、農業再生プラン、戸別
所得補償制度推進事業、中山間地域等直接支払交
付金、農業体質強化基盤整備促進事業など

◆林業の振興 （1億9,384万7千円）
　町有林整備事業、民有林整備事業、林業振興資金
貸付金、森林管理道鳥山栄野線開設事業、森林管
理道村山緑線開設事業など

◆漁業の振興 （636万2千円）
　水産業基盤整備、産業振興奨励補助金（ウニ深浅
移植事業）など

◆観光資源及び関連施設の活用 （1,736万9千円）
　フェスティバル振興奨励補助金、温泉供給施設の
維持管理など

◆生活道路の整備 （1億4,551万1千円）
　姫川富岡線改良事業、町道維持補修事業、町道維
持管理費など

◆住宅環境設備 （7,739万3千円）
　館浦団地長寿命化改善事業、町営住宅維持補修な
ど

◆街なみ整備 （206万4千円）
　街なみ環境整備事業など
◆消防防災施設の整備 （1億6,757万6千円）
　檜山広域行政組合分担金、防災行政無線の維持管
理、防災用資機材の整備など

◆学校教育の充実 （8,639万5千円）
　学校教育施設・設備等の整備充実、教材及び教具
の整備、児童・生徒就学援助対策、学校給食の充実、
語学（英語）指導助手の招致など

予算計上の主な事業〈一般会計〉 歳　入

歳　出

科　　目 予　　　算　　　額 前　年　度　対　比

町 税 2億6,550万2千円 156万2千円

地方交付税 17億5,990万円 △391万2千円

国庫支出金 2億2,218万3千円 △1億13万9千円

道 支 出 金 2億2,151万5千円 4,783万1千円

繰 入 金 1億5,112万4千円 6,737万3千円

諸 収 入 6,901万6千円 △536万9千円

町 債 3億3,680万円 △2億310万円

そ の 他 2億2,021万3千円 △1,166万5千円

合　　　計 32億4,625万3千円 △2億741万9千円

科　　目 予　　　算　　　額 前　年　度　対　比

総 務 費 5億2,800万8千円 1億1,960万4千円

民 生 費 5億8,399万1千円 △587万7千円

衛 生 費 2億9,990万8千円 △4,625万2千円

農林水産業費 3億2,254万円 △6,220万9千円

土 木 費 3億7,930万9千円 △2億284万円

消 防 費 1億6,813万6千円 △1億2,687万円

教 育 費 2億8,172万7千円 3,759万9千円

公 債 費 4億9,505万5千円 2,495万6千円

そ の 他 1億8,757万9千円 5,447万円

合　　　計 32億4,625万3千円 △2億741万9千円

科　　目 予　　　算　　　額 前　年　度　対　比

国民健康保健
事業特別会計 5億9,274万2千円 1,243万4千円

後期高齢者
医療特別会計 5,676万9千円 177万4千円

介 護 保 険
特 別 会 計 7億1,977万7千円 △1,573万5千円

簡易水道事業
特 別 会 計 1億517万9千円 △7,609万円

公共下水道
事業特別会計 1億5,722万3千円 △6,322万9千円

漁業集落排水
事業特別会計 5,042万5千円 △288万1千円

国民健康保険
病院事業会計 4億498万6千円 △2,839万9千円

合　　　計 20億8,710万1千円 △1億7,212万6千円

特別会計予算額は
20億8,710万1千円
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㈱
Ｃ
Ａ
Ｃ
（
本
社
・
千
葉
県
流

山
市
）
が
同
社
の
乙
部
工
場
完
成

二
十
五
年
を
記
念
し
て
、
乙
部
町

の
振
興
発
展
の
た
め
に
と
町
に
一

億
円
を
寄
附
し
ま
し
た
。

　

三
月
二
十
八
日
に
は
、
同
社
直

営
の
ホ
テ
ル
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
セ
ル
ー
ラ
で
そ
の
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
同
社
の
山
田
晃
社
長

か
ら
寺
島
光
一
郎
町
長
へ
寄
附
金

の
目
録
が
手
渡
さ
れ
、
山
田
社
長

は
「
昭
和
六
十
三
年
に
乙
部
工
場

が
完
成
し
て
か
ら
二
十
五
年
、
地

域
の
お
か
げ
で
こ
こ
ま
で
く
る
こ

と
が
で
き
た
。
乙
部
町
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
と
振
興
発
展
を
願
っ
て

寄
附
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」

と
あ
い
さ
つ
。

　

寺
島
町
長
は
「
地
域
社
会
に
根

ざ
し
た
経
営
を
さ
れ
て
い
て
、
雇

用
を
創
出
す
る
な
ど
、
大
き
な
効

果
を
生
み
出
す
地
域
の
宝
で
あ
り

誉
れ
。
町
と
し
て
も
こ
の
寄
附
金

を
地
域
振
興
の
た
め
基
金
に
積
ん

　

乙
部
町
は
、
万
が
一
の
災
害
時

に
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
、
様
々
な
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
中
で
、
三
月

末
に
は
防
災
資
機
材
備
蓄
セ
ン

タ
ー
が
完
成
し
、
四
月
三
日
に
は

防
災
関
係
協
定
の
一
つ
と
し
て
、

災
害
時
に
お
け
る
レ
ン
タ
ル
機
材

の
供
給
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

「
災
害
に
備
え
物
資
の
備
蓄
を
」

　

防
災
資
機
材
備
蓄
セ
ン
タ
ー

は
、
防
災
資
機
材
や
生
活
必
需
品

な
ど
を
管
理
・
備
蓄
す
る
こ
と
で
、

災
害
発
生
時
に
迅
速
で
効
果
的
な

初
期
活
動
を
行
う
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
万
が
一
の
大
津
波
な
ど

に
よ
っ
て
役
場
庁
舎
の
防
災
無
線

が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
を

想
定
し
て
、
非
常
用
の
無
線
局
も

備
え
て
い
ま
す
。

「
迅
速
な
災
害
復
旧
活
動
の
た
め

に
」

　

災
害
時
に
お
け
る
レ
ン
タ
ル
機

材
の
供
給
に
関
す
る
協
定
が
四
月

で
有
効
に
活
用
す
る
予
定
で
す
。」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
平
成
十
八
年
に
も
乙

部
町
に
一
億
円
の
寄
附
を
し
て
い

て
、
今
回
で
二
回
目
。

　

ま
た
、
工
場
と
ホ
テ
ル
を
合
わ

せ
る
と
約
四
十
人
の
従
業
員
を
有

し
、
大
き
な
雇
用
を
生
み
出
し
て

い
ま
す
。

　

寄
附
金
は
、
基
金
に
積
み
立
て

た
上
で
乙
部
町
の
地
域
振
興
に
役

立
て
る
た
め
、
有
効
に
活
用
す
る

方
針
で
す
。

三
日
、
町
内
滝
瀬
に
本
社
を
置
く

有
限
会
社
ス
テ
ッ
プ
と
乙
部
町
と

の
間
で
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
災
害
発
生
時
な

ど
の
場
合
に
迅
速
で
円
滑
な
災
害

復
旧
活
動
を
行
う
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
と
締
結
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
行
わ
れ
た
調
印
式
で
は
、

中
野
秀
二
社
長
が
「
乙
部
町
の
業

者
と
し
て
、
災
害
時
に
は
迅
速
に

対
応
し
ま
す
。」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

現
在
、
乙
部
町
が
締
結
し
て
い

る
防
災
関
係
協
定
は
次
の
表
の
と

お
り
で
す
。

●備蓄センター●備蓄センター
　木造２階建てで、延　木造２階建てで、延
べ床面積は393.29平方べ床面積は393.29平方
メートル。メートル。
　大津波時に防災機材や　大津波時に防災機材や
生活必需品を持ち出すこ生活必需品を持ち出すこ
とを想定して、海抜20とを想定して、海抜20
メートルの市街地高台にメートルの市街地高台に
建設されました。建設されました。

防災関係協定一覧
締結年月日 協定名 協定概要 締結先

平成20年
4月1日

乙部町所管公共施
設における災害時
の協力体制に関す
る実施協定

•情報連絡網、協力実施体制の構
築と共有

•資機材保有状態の報告
•施設の被害状況把握、災害応急
対策、その他必要と認める業務
対応

乙部建設
協会

平成20年
6月10日

北海道及び市町村
相互の応援に関す
る協定

•食料、飲料水及び生活必需物資
並びにこれらの供給に必要な資
機材提供及びあっせん

•被災者の救出、医療及び防疫、
施設の応急措置等に必要な資機
材、物資の提供及びあっせん

•災害応急活動に必要な職員の派
遣等

道、市長
会、町村
会の三者
協定

平成21年
11月20日

災害対応型自動販
売機による協働事
業に関するする協
定

•緊急時、電光掲示板による乙部
町の地域情報・行政情報・災害情
報・気象情報等の提供

•緊急時における、自動販売機内
も在庫飲料の無償提供

北海道コ
カ・コー
ラボトリ
ング㈱

平成22年
5月25日

北海道地方におけ
る災害時の応援に
関する申し合わせ

•土木施設等の被害状況把握
•二次災害の防止に資する応急措置
の準備

•その他北海道開発局が緊急に応
援を実施する必要があると認め
るもの

北海道開
発局

平成22年
6月30日

災害発生時におけ
るLPガス供給の協
力に関する協定書

•被災場所における応急措置及び
復旧工事

•ＬＰガスの供給・供給に必要な関
連機器の設置工事

•簡易コンロ等の手配等

北海道エ
ルピーガ
ス災害対
策協議会

平成23年
6月30日

災害時における乙
部町と乙部町内郵
便局間の協力にお
ける協定書

•郵便局ネットワークを活用した
広報活動

•郵便局の車両を緊急車両等とし
て、業務に支障のない範囲で提
供等

乙部町内
郵便局

平成23年
10月18日

災害時における乙
部町と電気保安協
会の協力における
協定書

•電力復旧のために必要な調査等
の応急対策活動

•電力復旧工事の監督、指導及び
検査等

北海道電
気保安協
会

平成25年
4月3日

災害時におけるレ
ンタル機材の供給
に関する協定書

•保有機材の優先供給及び運搬に対
する協力

有限会社
ステップ
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由利　慎司さん

美穂子さん

２歳２ヶ月の男の子です。

　「楓」の字を使おうと思っ

ていて、男の子だったので楓

太にしました。

　誰からも愛されるような人

気者になってほしいです。

竹中　　浩さん

琴美さん

２歳１ヶ月の女の子です。

　お姉ちゃんと同じく呼び名
が２文字＆季節に関係ある名
前を付けたくて、字画をみて
決めました。

　美しい心、人に優しく、桜
のように人に笑顔を与えるよ
うな、素直な子に育って欲し
いですね。

由利　楓
ふう

太
た

くん

（栄　　浜）

竹中　美
み

桜
お

ちゃん

（緑　　町）

　

乙
部
町
字
緑
町
出
身
の
小
田
教

貴
さ
ん
（
東
京
都
・
二
十
九
才
・

五
段
）
が
、
全
日
本
剣
道
連
盟
設

立
六
十
周
年
記
念
事
業
の
、
第
二

次
若
手
剣
道
人
の
選
考
で
、
全
国

か
ら
選
抜
さ
れ
た
三
十
六
人
の
中

に
入
り
ま
し
た
。

　

こ
の
若
手
剣
道
人
の
選
考
は
、

全
国
規
模
で
活
躍
し
て
い
る
二
十

代
を
中
心
と
し
た
若
手
剣
道
関
係

者
を
指
名
し
、そ
の
動
静
を
五
年
、

十
年
な
ど
定
期
的
に
把
握
し
、
五

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
四

月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

運
動
期
間
中
、
各
自
治
会
町
内

会
や
企
業
か
ら
、
延
べ
約
七
百
人

が
登
校
時
間
を
中
心
に
街
頭
指
導

を
行
い
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

登
校
中
の
児
童
ら
は
、「
お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
元
気
な
声

で
あ
い
さ
つ
し
な
が
ら
登
校
し
、

見
守
っ
て
い
る
地
域
の
皆
さ
ん
は

笑
顔
で
見
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
期
間
中
の
十
日
に
は
滝

瀬
地
区
で
、
十
四
日
に
は
元
和
地

区
で
交
通
安
全
街
頭
啓
発
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
国
道
を
通
行
す
る
ド

ラ
イ
バ
ー
に
、
交
通
安
全
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
啓
発
グ
ッ
ズ
を
手
渡

し
な
が
ら
「
安
全
運
転
で
お
願
い

し
ま
す
。」
と
声
を
か
け
て
い
ま

し
た
。

　

乙
部
町
で
は
、
運
動
期
間
中
の

交
通
事
故
は
報
告
が
な
く
、
四
月

末
で
の
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
日

数
は
一
千
四
百
七
十
一
日
を
数
え

て
い
ま
す
。

十
年
間
続
け
ま
す
。

　

動
静
を
把
握
す
る

こ
と
で
、
ど
の
よ
う

な
剣
道
人
生
を
送
っ

た
か
を
調
べ
る
長
期

的
な
社
会
調
査
の
意

味
合
い
や
、
剣
道
の
歴
史
的
資
料

の
積
み
上
げ
を
行
う
こ
と
な
ど
も

視
野
に
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

選
抜
さ
れ
た
三
十
六
人
の
中
に

は
、
全
日
本
剣
道
選
手
権
で
の
優

勝
経
験
者
な
ど
、
輝
か
し
い
実
績

を
持
つ
剣
士
も
い
て
、
そ
の
中
に

肩
を
並
べ
る
か
た
ち
で
選
出
さ
れ

た
こ
と
は
、
町
内
の
剣
道
少
年
だ

け
で
な
く
、
全
て
の
児
童
・
生
徒

に
勇
気
と
や
る
気
を
与
え
て
く
れ

そ
う
で
す
。
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　町の様々な調査を集計し、乙部町民の健康の様子をまとめてみました。
　いくつになっても健康で元気にすごしたいというのはみんなの願い。そして、経済的な面も大切ですよね。
　このデータを見て、あなたはどう思いますか？

●もし介護が必要になっても病気を重症化させ
ないことが、日常生活を自立しながら長生き
できるコツ！

●元気で健康、
　長生きを目指そう！

　5月26日（日）町民会館、5月27日（月）とよはま地区センターで特定健診、がん検診を実施します。詳しく
は5月カレンダーのページまたはお電話にてご確認ください。

健診お申込み・お問合せ：役場町民課保健衛生係　電話６２－２３１１
■上記の統計などを踏まえた『乙部町特定健康診査等第二期実施計画』を策定しました。

詳しくは町ホームページ、または役場保健師におたずねください■

●若い時の生活習慣が
要介護状態になるか
どうかの分かれ道！

　若い時から生活習慣
病を防ごう！

●「がん」も「心疾
患（生活習慣病）」
も早期発見で回復
が見込める病気！
　　がん検診や特定
健診を積極的に活
用しよう！

38%

27%

11%

6%

6%

6%
4% 2%

16%

15%

12%

7%7%

6%

37%

1件当たり費用額　（入院） 1件当たり費用額（外来）
疾　　　　患 費用（円）

1位 脳血管疾患 1,204,670
2位 虚血性心疾患 952,426
3位 脂質異常症 633,817

疾　　　　患 費用（円）
1位 糖尿病 36,527
2位 高血圧 21,476
3位 脳血管疾患 16,816

●病気になると、お金がかかる！
交通費や時間などを考えると、
損害は大きい。
　ただし、毎日の生活を見直せば
負担軽減できるのが、生活習慣
病でもある！
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5
日 月 火 水 木 金 土

 4
28

 4
29

 4
30 1 2 3〔憲法記念日〕 4〔みどりの日〕

乙部中学校開校記念日 休日当番医
道立江差病院

休日当番医
乙部町国保病院

5〔こどもの日〕 6〔振替休日〕 7 8 9 10 11
休日当番医
厚沢部町国保病院

休日当番医
道立江差病院

ヒブワクチン予防接種
（国保　午後1時～）
不活化ポリオ予防接種
（国保　午後1時～）

1歳6か月児、3歳児健診
（交流　午後1時～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア　午前10時～）

12 13 14 15 16 17 18
休日当番医
佐々木病院

ミニひよこサークル・MAMA　FIT
（交流　午前10時～）
狂犬病予防注射
（町内　午前10時～）

三種混合予防接種
（国保　午後1時～）
四種混合予防接種
（国保　午後1時～）
檜山圏域障害者総合相談支援　めい巡回相談
（ケア　午後1時30分～）
狂犬病予防注射
（町内　午前10時～）

赤ちゃん相談・赤ちゃん健診
（ケア　午後1時～）

サロン「とよはな」
（豊セ　午後1時～）

すくすく広場
（つ保　午前9時30分～）

19 20 21 22 23 24 25
休日当番医
半澤医院

春の植物観察会
（公館　午前9時30分～）

麻しん風しん予防接種（1歳児対象）
（国保　午後1時～）
BCG予防接種
（国保　午後1時20分～）

ひよこサークル（いちご狩り予定）
（午前10時～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア　午前10時～）
健康相談
（ゆ里　午後１時30分～）
ウォーキング講座
（町体　午後6時～）

健康相談
（三愛　午前9時～）
健康相談
（三研　午前9時40分～）

南部檜山清掃センターは機械点
検整備のため休業となります。

乙部中学校体育祭
（乙中　午前8時30分）

みたい!よみたい!絵本とかみしばい
（乙公　午前10時）

26 27 28 29 30 31  6
　 1

特定健診・がん検診・各種検査
（町館　午前6時～）

休日当番医
道立江差病院

特定健診・がん検診・各種検査
（豊セ　午前6時～）

おしゃべりサロン
（姫ふ　午後1時30分～）
こころの健康相談
（江保　午後3時～）

肺炎球菌ワクチン予防接種
（国保　午後１時～）
おたっしゃ体操教室
（豊セ　午後1時30分～）

ぴよぴよ広場
（ケア　午前10時～）
麻しん風しん予防接種（年長児対象）
（国保　午後1時～）

男のためのお達者教室（体操）
（ケア　午後1時30分～）

会
場
・
場
所
省
略

(つ保) つくし保育園 (豊セ) とよはま地区センター (元交) 元和交遊館

(国保) 国保病院 (交流) 生きがい交流センター (栄ふ) 栄浜ふれあいセンター

(町体) 町民体育館 (ゆ里) ゆりの里活性化センター (姫ふ） 姫川ふれあいセンター

(ケア) ケアセンターおとべ (江保) 江差保健所

(千研) 千岱野研修会館 (三愛) 三ツ谷愛郷会館

(町館) 町民会館 (三研) 三ツ谷研修会館
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三
月
二
十
二
日
、
公
民
館
に
お

い
て
高
齢
者
大
学
修
了
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
は
町
内
十

地
区
で
七
十
講
座
が
開
設
さ
れ
、

延
べ
三
百
十
二
名
が
一
年
間
の
学

習
を
修
了
し
ま
し
た
。
修
了
式
に

は
八
十
名
の
受
講
生
が
集
ま
り
、

受
講
生
を
代
表
し
て
緑
町
・
館
浦

地
区
の
菊
池
晴
一
分
校
長
に
修
了

証
書
が
授
与
さ
れ
た
後
、
郷
土
料

理
教
室
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
講
座
、
町

　

三
月
二
十
七
日
、
乙
部
町
商
工

会
女
性
部
部
長
の
米
田
百
合
子
氏

が
教
育
委
員
会
に
来
庁
し
、
新
入

学
児
童
用
に
登
下
校
時
の
安
全
を

願
っ
て
交
通
安
全
の
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
の
新
入
学
児
童
は
全
小
学
校
三

校
三
十
二
名
で
、
入
学
式
が
始

ま
っ
て
か
ら
各
小
学
校
の
児
童
に

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
登
下
校
に
慣
れ
な
い
子
ど

も
達
も
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆

さ
ま
も
目
配
り
と
声
か
け
や
自
動

車
の
安
全
運
転
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
も
五
月
二
十
三
日
の
乙

部
地
区
を
皮
切
り
に
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
昨

年
度
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
計
五
回

延
べ
百
五
十
一
名
の
参
加
者
が
豊

か
な
自
然
の
景
色
を
楽
し
み
な
が

ら
爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

時
間
や
集
合
場
所
は
防
災
無
線

等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

【
今
年
の
講
座
予
定
】

・
五
月
二
十
三
日 

（
乙
部
地
区
）

・
六
月
二
十
日 

（
栄
浜
地
区
）

・
七
月
十
八
日 

（
明
和
地
区
）

・
八
月
二
十
二
日 

（
姫
川
地
区
）

・
九
月
五
日 

（
乙
部
地
区
）

教
育
委
員
会
だ
よ
り

教
育
委
員
会
だ
よ
り
第278号

外
視
察
研
修
な
ど
各
地
区
の
一
年

間
の
様
々
な
学
習
の
様
子
を
ス
ラ

イ
ド
上
映
で
振
り
返
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
檜
山
教
育
局
義
務
教
育

指
導
監
の
白
川
清
久
氏
（
つ
る
つ

る
亭
シ
ラ
リ
ン
）
に
よ
る
落
語
講

話
と
澤
田
夷
静
氏
に
よ
る
日
本
舞

踊
を
鑑
賞
し
、
一
年
間
の
学
習
の

締
め
く
く
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
高
齢
者
大
学
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
受
講
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

修了証書を受領する菊池分校長修了証書を受領する菊池分校長

つるつる亭シラリンの落語講話つるつる亭シラリンの落語講話

交通安全のキーホルダーが寄贈されました交通安全のキーホルダーが寄贈されました

昨年度のウォーキング講座（鳥山・栄浜地区）昨年度のウォーキング講座（鳥山・栄浜地区）

〜
高
齢
者
大
学
修
了
式
〜

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座

が
開
催
さ
れ
ま
す

が
開
催
さ
れ
ま
す

　近年、樹木から発散されるマイナスイオンが健康に良いと言われ、森
林浴人気が高まっています。豊かな自然の中を散策し心と体をリフレッ
シュしませんか？昼食では、新鮮な山菜を天ぷらで味わいます。
■日時　５月１９日（日）９時３０分に公民館前バス出発
■場所　旭岱竹森方面（予定）　■参加料　３００円（おにぎり等持参）
■申込　５月１６日（木）までに公民館へ　TEL62-3311

～ 春 の 植 物 散 策 会 ～～ 春 の 植 物 散 策 会 ～
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教
育
委
員
会
・
校
長
会
・
教
頭

会
・
各
学
校
教
諭
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
代

表
か
ら
構
成
さ
れ
る
乙
部
町
学

習
・
生
活
習
慣
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
こ
の
度
、「
家
庭
学
習

の
て
び
き
」
を
発
行
し
全
児
童
生

徒
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

学
力
の
向
上
に
は
、
学
校
で
の

学
習
を
家
庭
で
も
う
一
度
じ
っ
く

り
振
り
返
り
学
習
内
容
を
定
着
さ

せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
昨
年
度
実
施
し
た
学

習
・
生
活
習
慣
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
お
い
て
、
家
庭
で
の
学
習
時
間

は
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
長
く

な
る
の
が
望
ま
し
い
所
、
ど
の
学

年
も
時
間
は
一
時
間
前
後
で
、
一

日
に
ゲ
ー
ム
や
テ
レ
ビ
に
費
や
す

時
間
は
小
学
校
高
学
年
と
中
学
生

で
三
時
間
半
を
超
え
て
い
る
と
い

う
結
果
が
で
ま
し
た
。
規
則
正
し

い
生
活
や
家
庭
学
習
の
習
慣
化
な

ど
、
子
ど
も
達
を
育
む
た
め
に
は

学
校
と
家
庭
が
信
頼
・
連
携
・
協

力
の
も
と
取
り
組
む
こ
と
が
大
切

プロジェクト会議の様子プロジェクト会議の様子

通
学
合
宿
で
学
習
に
取
組
む
児
童

通
学
合
宿
で
学
習
に
取
組
む
児
童

学
習
・
生
活
習
慣
の
向
上
を
目
指
し
て

学
習
・
生
活
習
慣
の
向
上
を
目
指
し
て

〜
「
家
庭
学
習
の
て
び
き
」
を
発
行
〜

〜
「
家
庭
学
習
の
て
び
き
」
を
発
行
〜

　３月の読み聞かせ会では、平成２４年度中に６回
以上読み聞かせに参加した子ども達に賞状としおり
が手渡されました。
　また、読み聞かせ会では読み聞かせボランティア
を募集し、館浦婦人会のほか小学生も読み聞かせボ
ランティアとして
絵本と紙芝居の読
み聞かせを披露し
てくれています。
　楽しい読み聞か
せ会を開催します
ので、参加をお待
ちしています。

【 一 般 向 け 】
●55歳からのハローライフ （村上　龍）
●等伯　㊤㊦ （安部　龍太郎）
●とんび （重松　清）
●何者 （朝井　リョウ）
●abさんご （黒田　夏子）
●解錠師 （スティーブ･ハミルトン）
●幕末のジャンヌ･ダルク　新島八重 （好川　之範）
●認知症の正体 （飯島　裕一）
●日本を救う！「当たり前基準」 （遠藤　友彦）
●すりへらないｺｺﾛをつくるｼﾝﾌﾟﾙな習慣 （心屋　仁之助）
●シルバー川柳 （ポプラ社）
【幼児・児童向け】
●はだしのゲン （中沢　啓治）
●ドギーマギー動物学校　１･２ （姫川　明月）
●動物と話せる少女リリアーネ　６･７ （ﾀﾆﾔ･ｼｭﾃｰﾌﾞﾅｰ）
●王様ゲーム （金沢　伸明）
●あまい宝石 （工藤　由美）
●だるまのしゅぎょう （ませぎ　りえこ）
●ねこのたからさがし （さえぐさ　ひろこ）
●おおきいちいさい （元永　定正）

『みたい！よみたい！
絵本とかみしばい』

と　き　５月２５日（土）　１０時～
ところ　公民館図書室

で
す
。
こ
の
家
庭
学
習
の
手
引
き

に
は
、
小
学
一
年
生
か
ら
中
学
三

年
生
ま
で
の
学
年
毎
の
望
ま
し
い

家
庭
学
習
の
時
間
や
目
標
、
生
活

リ
ズ
ム
な
ど
の
ほ
か
、
保
護
者
の

関
わ
り
方
も
わ
か
り
や
す
く
書
か

れ
、
学
習
・
生
活
習
慣
向
上
に
取

り
組
む
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を

願
い
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
教

育
委
員
会
の
社
会
教
育
事
業
と
連

携
し
、
児
童
生
徒
向
け
に
、
町
民

会
館
に
宿
泊
し
な
が
ら
学
校
に
通

い
、
放
課
後
の
学
習
や
身
の
回
り

の
世
話
に
自
ら
が
取
り
組
み
自
立

的
な
態
度
を
育
む
通
学
合
宿
や
子

ど
も
達
同
士
で
自
分
達
の
生
活
課

題
を
話
し
合
う
機
会
を
、
ま
た
、

保
護
者
向
け
に
家
庭
教
育
出
前
講

座
や
各
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修

会
等
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を

設
定
し
た
り
、
子
ど
も
の
成
長
と

自
立
を
支
援
す
る
た
め
の
親
学
習

の
機
会
を
設
け
る
こ
と
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

学
習
・
生
活
習
慣
の
向
上
を
目

指
し
て
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
達

を
「
オ
ー
ル
乙
部
」
を
合
言
葉
に

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
協
力
し
て

育
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

〔17〕



　

五
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
５
月
９
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

▽
５
月
21
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

初
回
運
転
者
講
習 
午
後
３
時

　

町
、
江
差
保
健
所
、
道
獣
医
師

会
道
南
支
部
で
は
、
平
成
25
年
度

の
狂
犬
病
予
防
注
射
及
び
畜
犬
登

録
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の

で
、
指
定
の
時
間
ま
で
に
所
定
の

場
所
へ
犬
を
連
れ
て
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
自
宅
訪
問
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
事
前
に
役
場
町
民
課
保

健
衛
生
係（
☎
６
２
―
２
３
１
１
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

往
診
療
と
し
て
９
６
０
円
が
か

か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
犬
を
飼
わ
れ
る

方
は
畜
犬
登
録
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か

狂
犬
病
予
防
注
射

狂
犬
病
予
防
注
射

畜

犬

登

録

畜

犬

登

録
の　

実　

施

の　

実　

施

月日 時　間 場　　所

５
月
13
日
㈪

10:00 ～ 10:20 滝 瀬 成田千代司宅前
10:25 ～ 10:45 滝 瀬 伊 勢 ミ ネ 宅 前
10:50 ～ 11:10 元 町 みなと交流館前
11:15 ～ 11:35 緑 町 公営住宅公園前
11:40 ～ 12:00 緑 町 乙部振興公社前
13:00 ～ 13:20 緑 町 役 場 前
13:25 ～ 13:45 館 浦 田 村　 強 宅 横
13:50 ～ 14:10 館 浦 福 山　 誠 宅 横
14:15 ～ 14:40 栄 浜 工 藤 一 成 宅 横
14:45 ～ 15:00 鳥 山 バ ス 停 前
15:10 ～ 自 宅 訪 問

月日 時　間 場　　所

５
月
14
日
㈫

10:15 ～ 10:35 豊 浜 消 防 分 遣 所 前
10:40 ～ 11:00 花 磯 漁協石油タンク前
11:05 ～ 11:15 潮 見 旧明和小学校前
11:25 ～ 11:35 可笑内 新 谷 商 店 前
11:40 ～ 12:00 元 和 清 水 商 店 前
13:00 ～ 13:20 姫 川 農 協 倉 庫 前
13:25 ～ 13:40 姫 川 旧 小 学 校 前
13:45 ～ 14:05 旭 岱 寿 の 家 前
14:15 ～ 14:25 千岱野 研 修 会 館 前
14:30 ～ 14:50 富 岡 旧 中 学 校 前
15:00 ～ 自 宅 訪 問

料　　　　　　金

狂犬病予防注射手数料 2,490 円

狂 犬 病 予防注射済票
交 付 手 数 料 550 円

計 3,040 円

畜 犬 登 録 手 数 料
（すでに登録されている方は必要ありません） 3,000 円

乙部町国民健康保険病院　５月外来診療日程表乙部町国民健康保険病院　５月外来診療日程表
１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

８
日

９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

31
日

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

午
前

村
瀬

村
瀬

道
立
江
差
病
院

乙
部
国
保
病
院

厚
沢
部
国
保
病
院

道
立
江
差
病
院

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

佐
々
木
病
院

村
瀬

村
瀬

奈
良

村
瀬

奈
良

半
澤
医
院

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

道
立
江
差
病
院

村
瀬

村
瀬

奈
良

村
瀬

奈
良

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

午
後

藤
永

村
瀬

村
瀬

藤
永

村
瀬

村
瀬

藤
永

村
瀬

奈
良

奈
良

藤
永

藤
永

村
瀬

藤
永

村
瀬

村
瀬

藤
永

奈
良

奈
良

奈
良

藤
永

江差脳神経外科クリニック
救急受け入れ一部休止のお知らせ

　江差脳神経外科クリニックは、平成１０年の開設以来
２４時間救急体制を行ってきましたが、医師及び看護師
体制の都合により、５月１日から救急患者の受け入れを
次のとおり、一部中止することになりましたので、お知
らせします。

○受け入れ中止になる曜日・時間

　・土曜日午前９時から月曜日午前９時まで
　・祝祭日午前９時から翌診療日の午前９時まで
※月曜日から金曜日の診療体制（救急含む）は今までど
おり行います。
○お問い合わせ

　江差脳神経外科クリニック（電話５２－５５００）
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５月の診療予定です

自動車税の納期限は5月31日です。お問い合わせは檜山振興局へ

がん患者さんをサポート「ほっこりの会」３外来診療体制

循 環 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　月・金曜日

消 化 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　火・水曜日

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日（２日は休診）

外 科 午前　月～金曜日
整 形 外 科 午前　月～金曜日
小 児 科 午前　月～金曜日

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日
午後　水曜日

神 経 精 神 科 午前　月～金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月～金曜日

耳 鼻 咽 喉 科 午前　９日・23日
午後　８日・22日

眼 　 　 　 科 午前　木曜日（２日は休診）
午後　１日・15日・22日

皮　 膚　 科 午前　火曜日
神 経 内 科 17日・24日
　診療科によって、曜日によって担当医が変わりま
す御確認下さい。
　診療日は予定であり変更になる場合もあります。
　事前に病院にご確認の上、受診してください。

受 付 時 間 午前･･･ 8時00分～ 11時30分 
　　　 （初診の方は、9時00分～） 
　　　  午後･･･13時00分～ 14時30分

　3月26日に第一回「ほっこりの会」が開かれました。３名
の方が参加されました。今回は主に自己紹介や体験談、自分
の治療経過などの話しから、抗がん剤治療による副作用で倦
怠感や食欲不振がありつらかった、普段出来ていた事がおっ
くうになり何もしたくない気持ちになった、痛みがあると転
移したのではないかと不安になるなど、普段感じていること
が、話題として話されていました。「ほっこりの会」は同じ
病気をした方たちが話すことによって、気持ちが少し楽に
なったり、元気をあげたりもらったりできる場として利用し
てほしいと思っています。一人で悩
まず、是非「ほっこりの会」に参加
していただきたいと思っています。
　第二回目は、テーマを一つ決めて
みんなで学習することを企画してい
ます。

☆看護師通年募集のお知らせ
　現場復帰される方、新人の方も個別にしっかりサポートし
ます。看護師正職員の採用試験は函館で受験でき作文と面接
です。是非受験して仲間になりませんか。また臨時看護職員
は常時募集し当院での面接のみです。介護士やヘルパーの方
も募集しております。気軽にご連絡ください。
　☎ ５２－００３６（内線２０２）藍

あい

葉
ば

●
試
験
の
日
時

　

八
月
二
十
九
日
（
木
）

　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時

●
受
験
願
書
の
提
出
先
・
配
布
先
及

び
受
付
期
間　

　
・
提
出
先
・
配
布
先

　

   

最
寄
り
の
保
健
所
又
は
支
所

　
・
受
付
期
間

　

   

五
月
十
三
日
（
月
）
か
ら

　

五
月
二
十
四
日
（
金
）

　

郵
送
の
場
合
は
、
必
ず
書
留
郵
便

に
よ
り
送
付
し
、
五
月
二
十
四
日
ま

で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け

付
け
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

北
海
道
江
差
保
健
所
（
北
海
道
檜

山
振
興
局
保
健
環
境
部
保
健
行
政

室
）

　

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

　

電
話　

５
２
―
１
０
５
３

　

江
差
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と
函

館
地
方
法
務
局
江
差
支
局
で
は
、
人

権
擁
護
委
員
の
日
（
六
月
一
日
）
行

事
の
一
つ
と
し
て
、次
の
と
お
り「
困

り
ご
と
心
配
ご
と
特
設
人
権
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
が
身
近
な
法
律
問

題
や
人
権
問
題
に
か
か
わ
る
様
々
な

ご
相
談
を
お
受
け
し
、
解
決
へ
の
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
予
約
不
要
、
秘
密
厳
守
、
無
料
）

　

な
お
、
函
館
地
方
法
務
局
江
差
支

局
で
は
、
い
つ
で
も
人
権
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

特
設
人
権
相
談
開
設
場
所
、
日
時

は
次
の
と
お
り
で
す
。

日
時　

六
月
一
日
（
土
）

　
　
　

午
後
一
時
か
ら
午
後
三
時

場
所　

生
き
が
い
交
流
セ
ン
タ
ー

函
館
地
方
法
務
局
江
差
支
局
・
江
差

人
権
擁
護
委
員
会

　

電
話　

５
２
―
１
０
４
８

平
成
二
十
五
年
度
調
理
師
試
験
の
お
知
ら
せ

平
成
二
十
五
年
度
調
理
師
試
験
の
お
知
ら
せ
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四
月
一
日
付
け
で
、
職
員
の
人

事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◎
乙
部
町
人
事（　

）内
は
異
動
前

▼
町
民
課
長
兼
年
金
係
長
（
町
民

課
参
事
兼
在
宅
福
祉
保
健
複
合
施

設
所
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
所
長
）
佐
藤
英
稔
▼
町
民
課

参
事
兼
保
育
園
長
兼
在
宅
福
祉
保

健
複
合
施
設
所
長
兼
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
所
長
（
町
民
課
長
補

佐
兼
介
護
保
険
係
長
）
服
部
俊
喜

▼
産
業
課
長
補
佐
兼
商
工
労
働
観

光
係
長
（
国
保
病
院
事
務
次
長
兼

医
事
係
長
）
前
田
平
蔵
▼
建
設
課

長
補
佐
兼
技
術
係
長
（
建
設
課
管

理
係
長
兼
建
設
課
技
術
係
長
）
麓

洋
▼
国
保
病
院
事
務
次
長
兼
庶
務

係
長
兼
医
事
係
長
（
町
民
課
国
保

係
長
）
幸
田
修
二
▼
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
次
長
兼
介
護
予
防
係

長
兼
町
民
課
長
補
佐
（
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
介
護
予
防
係
長
兼

町
民
課
主
査
）
吉
岡
紀
子
▼
町
民

課
長
補
佐
兼
住
民
係
長
（
町
民
課

住
民
係
長
）
品
野
百
合
子
▼
保
育

園
次
長
（
保
育
園
保
育
係
長
）
伏

見
礼
子
▼
国
保
病
院
給
食
栄
養
係

長
（
国
保
病
院
主
査
）
八
木
智
美

▼
建
設
課
管
理
係
長
（
建
設
課
主

査
）
谷
脇
徹
▼
産
業
課
農
務
係
長

（
産
業
課
主
査
）
三
浦
英
春
▼
町

民
課
国
保
係
長
（
総
務
課
主
査
）

山
本
裕
樹
▼
町
民
課
介
護
保
険
係

長
（
総
務
課
主
査
・
北
海
道
に
派

遣
）
伊
藤
鉃
将
▼
保
育
園
保
育
係

長
（
保
育
園
主
査
）
小
林
郁
子
▼

総
務
課
主
査
（
税
務
課
主
査
）
井

田
拓
身
▼
北
海
道
へ
派
遣
（
産
業

課
主
査
）
高
島
博
志
▼
産
業
課
農

務
係
長
兼
務
及
び
商
工
労
働
観
光

係
長
兼
務
を
解
く　

産
業
課
長
補

佐
吉
田
宏
幸
▼
町
民
課
国
保
係

（
総
務
課
総
務
係
・
北
海
道
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
）
鈴

木
浩
太
▼
税
務
課
賦
課
係
兼
徴
収

係
（
建
設
課
管
理
係
兼
水
道
温
泉

業
務
係
）
渡
辺
尚
樹
▼
建
設
課
水

道
温
泉
業
務
係
兼
管
理
係
（
産
業

課
商
工
労
働
観
光
係
兼
林
務
係
）

川
道
裕
斗
▼
産
業
課
商
工
労
働
観

光
係
兼
林
務
係（
財
政
課
経
理
係
）

竹
内
拓
也

新
規
採
用

▼
総
務
課
総
務
係
兼
交
通
住
民
運

動
係
細
畑
佑
一
郎
▼
財
政
課
経
理

係
常
田
圭
祐

退
職
（
三
月
三
十
一
日
付
け
）

▼
梅
川
竹
秋
（
町
民
課
長
兼
保
育

園
長
）
▼
鈴
木
司
（
国
保
病
院
庶

務
係
長
）
▼
町
中
春
子
（
国
保
病

院
看
護
主
査
）
▼
敦
賀
篤
子
（
国

保
病
院
准
看
護
師
）
▼
沖
崎
雅
樹

（
町
民
課
国
保
係
）

◎
乙
部
町
教
育
委
員
会
人
事

▼
事
務
局
主
査（
社
会
教
育
主
事
）

和
島
央
法

◎
選
挙
管
理
委
員
会
人
事

▼
書
記
併
任
井
田
拓
身
▼
書
記
併

任
細
畑
佑
一
郎

◎
農
業
委
員
会
人
事

▼
次
長
併
任
吉
田
宏
幸
▼
書
記
併

任
三
浦
英
春

◎
檜
山
広
域
行
政
組
合
乙
部
消
防

署
人
事

▼
次
長
兼
管
理
係
長
（
救
急
係
主

査
）
金
澤
久
芳
▼
次
長
兼
警
防
係

長
（
警
防
係
長
）
長
尾
修
▼
予
防

係
長
兼
危
険
物
係
長
（
予
防
係
主

査
兼
危
険
物
係
主
査
）
牛
谷
内
一

志新
規
採
用

▼
予
防
係
兼
管
理
係
坂
矢
琢
郎

退
職
（
三
月
三
十
一
日
付
け
）

▼
佐
々
木
廣
彰
（
次
長
）
▼
花
谷

鉃
也
（
次
長
兼
予
防
係
長
兼
危
険

物
係
長
）
▼
金
澤
健
悦
（
次
長
兼

管
理
係
長
）

昇
格
者

▼
第
三
分
団
石
山
幸
康
（
分
団

長
）、
菊
地
善
人
（
副
分
団
長
）、

菊
地
善
朗
（
部
長
）、麓
政
善
（
班

長
）、
増
川
高
志
（
班
長
）、
松
田

直
樹
（
班
長
）

入
団
者

▼
第
一
分
団　

倉
持
篤
、
甲
谷
信

二
▼
第
二
分
団　

工
藤
睦
仁
、
永

渕
友
也
▼
第
三
分
団　

藤
田
祥

貴
、
蠣
崎
幹
太

退
団
者
（
三
月
三
十
一
日
付
）

▼
第
一
分
団　

小
林
紀
博
、
工
藤

泰
博
、
▼
第
二
分
団　

森
義
仁
▼

第
三
分
団　

阿
部
修
一
、麓
克
文
、

松
田
金
作
、
三
木
康

３
月
15
日
〜
４
月
14
日

　

こ
ん
に
ち
は

　
　

よ
ろ
し
く
ね

斎
藤
洸
士
朗
く
ん
（
理
・
美
雪
・
男
の
子
）
緑
町

秋
本　

陽
斗
く
ん
（
翔
生
・
亜
矢
子
・
男
の
子
）
緑
町

　

お
く
や
み

　
　

も
う
し
上
げ
ま
す

今
井　
　

孝
さ
ん（
64
歳
）滝　

瀬

寺
澤　

サ
キ
さ
ん（
92
歳
）元　

和

櫻
井　

ス
ヱ
さ
ん（
101
歳
）元　

和

澤
谷　

考
一
さ
ん（
71
歳
）館　

浦

門
口　

英
道
さ
ん（
58
歳
）緑　

町

阿
部
貞

郎
さ
ん（
79
歳
）元　

町

　

ご
け
っ
こ
ん

　
　

お
め
で
と
う

高　

松　

諭　

志
さ

　

ん（
栄

浜
）

狭　

間　

ゆ　

み
さ

　

ん（
平
取
町
）

編　

集　

後　

記

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

町 の 人 口
＝３月末現在＝

（ ）内は前月との比較増減
〈 〉内は３月末からの累計増減

世帯数 1,967（‒９）〈‒18 〉

人 口 4,248（‒17 ）〈‒74 〉

男 1,953（‒13 ）〈‒33 〉

女 2,295（‒４）〈‒41 〉

※
こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、

　

届
出
の
際
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

新
年
度
を
迎
え
て
ひ
と
月
。
環
境

が
変
わ
っ
た
人
も
そ
う
で
な
い
人

も
、
何
と
な
く
慌
し
い
毎
日
だ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

四
月
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
、
一
息
つ

く
こ
の
頃
、
桜
の
便
り
も
聴
こ
え
て

き
ま
し
た
。

　

桜
の
季
節
は
何
故
か
心
が
躍
り
ま

す
。
何
か
に
挑
戦
す
る
の
に
は
良
い

季
節
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

広
報
紙
も
よ
り
わ
か
り
や
す
く
、

親
し
ま
れ
る
紙
面
づ
く
り
を
め
ざ
し

ま
す
の
で
、
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

5月は固定資産税〈第1期〉の納期限です。
〔20〕
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